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サスペンデッドゲームとは、天候不良や照明設備がない球場での日没、照明設備を使用

していた際に故障等で、その後の試合続行が困難であると判断して中断した際、改めて決

められた期日にその試合を中断したところから再開するものです。 

規則７.０２(ａ)ではいくつかのサスペンデッドゲームとなる条件が項目ごとに示されて

います。正式試合となる前に球審が試合の打ち切りを命じた場合でもノーゲーム（途中ま

で行った試合を無効とする）とはならない例外条項として、照明等の故障（規則７.0２

(ａ)(３)）、照明設備がない（使用できない）日没等の暗黒時(同（４)）が書かれていまし

たが、２０２３年度の規則改正により、天候状態でも正式試合になる前に打ち切られた場

合はサスペンデッドゲームにできる旨が追加されました。 

 つまり、(３)は照明機器および球場設備の故障により、試合続行が不可能となった場

合、(４)は日没等により暗くなり、照明設備がない、あるいはその使用が許されていない

ため、試合続行が不可能となった場合、(５)は天候状態（例えば、降雨・降雪・強風・

雷・濃霧など）が不良によって試合続行が不可能と判断した場合の 3 条件においては、行

われた回数に関係なく、サスペンデッドゲームにすることができるというものです。 

 

 日本野球連盟においては、規則７.０２(ａ)(３)～(６)によって試合を打ち切った場合、

正式試合となる前は、行われたイニング、両チームの得点やその経過に関係なく、また正

式試合となった後の同点であった際は、一部の例外規程を除き、いずれもサスペンデッド

ゲームとすることになります。以下、日本野球連盟（社会人野球）内規（以下、『内規』）

に基づき、サスペンデッドゲームの適用例を整理しました。 

なお、球審によって打ち切りを命じられた試合（コールドゲーム）が正式試合となる規

程回数は、内規の「４.」のとおり、｢７回｣に変わりはありません。 

 

１. 7 回が始まる前に試合を打ち切った場合 

（１）【事例１】５回裏途中で中断、試合続行不可能と判断した。 

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor １ 0 0 ０ 0    

Home ２ ０ 0 0 ０+X    

 

【措置】サスペンデッドゲーム（内規「５.（１）①」に該当） 

【解説】正式試合とはなっていない状況であり、サスペンデッドゲームとなります。 

 



 

２. 7 回に試合を打ち切った場合 

（１）【事例２】７回裏途中で中断、打ち切った時点で双方のチームが同点 

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor １ ０ ０ 0 ０ ０ １  

Home ２ ０ ０ 0 ０ ０ ０+X  

 

【措置】サスペンデッドゲーム（内規「５.（１）①」に該当） 

【解説】中断時にビジティング（先攻）チームとホーム（後攻）チームとの得点は等しくなっ

ているものの、７回裏の攻撃中にホーム（後攻）チームが得点していないので、正式

試合とはならず、サスペンデッドゲームとなります。 

 

（２）【事例３】７回裏途中で中断、打ち切った時点でビジター（先攻）チームがリード 

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor １ ２ ０ 0 ０ ０ ０  

Home ２ ０ ０ 0 ０ ０ ０+X  

 

【措置】サスペンデッドゲーム（内規「５.（１）①」に該当） 

【解説】中断した時点でビジター（先攻）チームがリードしていますが、７回裏の攻撃中にホ

ーム（後攻）チームが同点またはリードを奪う得点を記録していないので、正式試合

とはならず、サスペンデッドゲームとなります。 

 

（３）【事例４】７回裏途中で中断、打ち切った時点でホーム（後攻）チームがリード 

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor １ ０ ０ 0 ０ ０ ０  

Home ２ ０ ０ 0 ０ ０ ０+X  

 

【措置】ホーム（後攻）チームの勝利（内規「５.（２）①」に該当） 

【解説】打ち切られた回が７回であり、すでに７回表のビジティング（先攻）チームは攻撃を

終えた段階でホーム（後攻）チームの得点が上回っているので、正式試合となります。

この場合は、１対２でホーム（後攻）チームの勝利となります。＜規則７.０１(ｃ)(２)、

７.０１(ｇ)(４)＞ 

 

 

 

 



３. 8 回以降に試合を打ち切った場合 

（１）【事例５】８回裏途中、ホーム（後攻）チームが同点に追いついた後に中断、試合続行が 

不可能となった。 

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor 1 0 0 0 ０ 0 ２ ０ 

Home ２ ０ ０ 0 0 0 0 １+X  

 

【措置】サスペンデッドゲーム（内規「５.（１）②」に該当） 

【解説】これは正式試合ですが、同点であるため、サスペンデッドゲームとなります。＜規則

７.０１(ｃ)(１)、７.０１(ｄ)、７.０２(ａ)(６) ＞ 

しかし、大会規約等においては『引き分け』とすることがあります。 

 

（２）【事例６】８回裏途中で中断、打ち切った時点でビジター（先攻）チームがリード  

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor 1 ２ 0 0 ０ 0 0 ０ 

Home ２ ０ ０ 0 0 0 0 ０+X 

 

【措置】ビジター（先攻）チームの勝利（内規「５.（２）①」に該当） 

【解説】すでに 7 回を完了しているので、正式試合となります。この場合は、試合が打ち切ら

れた時点での両チームの総得点で勝敗が決します。 

３対２でビジター（先攻）チームの勝利となります。＜規則７.０１(ｃ)(１)、７.０１

(ｇ)(４)＞ 

 

（３）【事例７】８回裏途中で中断、打ち切った時点でホーム（後攻）チームがリード 

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor 1 0 0 0 ０ 0 0 ２ 

Home ２ ０ ０ 0 0 0 0 ２+X 

 

【措置】ホーム（後攻）チームの勝利（内規「５.（２）①に該当） 

【解説】打ち切った回（８回）の表にビジター（先攻）チームがリードを奪う得点を記録しま

したが、その裏にホーム（後攻）チームが再度リードを奪い返すことができました。

これは正式試合となって、試合終了とし、3 対４でホーム（後攻）チームの勝利とな

ります。＜規則７.０１(ｃ)(１)、７.０１(ｇ)(４) ＞ 

 

 

 



（４）【事例８】8 回表にビジター（先攻）チームが同点となる得点をしたが、その裏のホーム

（後攻）チームが得点しないうちに８回裏途中で試合続行不可能と判断した 

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor 1 0 0 0 ０ 0 0 １ 

Home ２ ０ ０ 0 0 0 0 ０+X 

【措置】ホームチームの勝利（内規「５.（２）②A」に該当） 

【解説】８回表にビジター（先攻）チームが同点となる得点を記録し、その裏にホーム（後攻）

チームが得点できずに、試合続行不可能として打ち切られました。これも正式試合と

なっています。 

本来ならば、規則 7.０２(ａ)(６)のとおり、サスペンデッドゲームとなりますが、内

規「５.（２）②A」に従い、規則７.０１(ｇ)(４)[注]①を採用して、サスペンデッド

ゲームとはせず、この場合の最終均等回となる７回終了時の総得点で勝敗が決するこ

とになり、１対２でホーム（後攻）チームの勝利となります。＜規則７.０１(ｃ)(１)、

７.０１(ｇ)(４)[注]①＞ 

 

（５）【事例９】8 回表にビジター（先攻）チームがリードを奪う得点をしたが、その裏のホー

ム（後攻）チームがリードを奪い返すことができずに、８回裏途中で試合続行

不可能と判断した 

イニング 1 2 3 4 5 6 ７ ８ 

Visitor 1 0 0 0 ０ 0 0 ２ 

Home ２ ０ ０ 0 0 0 0 ０+X 

 

【措置】ホームチームの勝利（内規「５.（２）②B」に該当） 

【解説】８回表にビジター（先攻）チームがリードを奪う得点を記録し、その裏にホーム（後

攻）チームがリードを奪い返せず、試合続行不可能として打ち切られました。これは

正式試合となっています。 

本来ならば、規則 7.０２(ａ)(５)のとおり、サスペンデッドゲームとなりますが、内

規「５.（２）②B」に従い、規則７.０１(ｇ)(４)[注]②を採用して、サスペンデッド

ゲームとはせず、この場合の最終均等回となる７回終了時の総得点で勝敗が決するこ

とになり、１対２でホーム（後攻）チームの勝利となります。＜規則７.０１(ｃ)(１)、

７.０１(ｇ)(４)[注]②＞ 

                     以上 


